
令和４年 第２予算審査特別委員会討論要旨

◎会派 清新

会派清新を代表し、第２予算審査特別委員会に付託されました議案第 2号から第７号並びに関連

議案第 15 号の全てを可とする立場で討論いたします。

令和２年始めから続く新型コロナウイルス感染症の影響は、社会経済の有り様や人々の価値観に

大きな変化をもたらしました。テレワーク、ワーケーションなど若い世代を中心に新しい働き方が

生まれ、ＩターンやＵターン、地方への移住など田園回帰による人の新しい流れも生まれてきてお

り、「ちょうどいい田舎」を目指す本市にとっては千載一遇の機会であるとも考えられます。

そのような情勢の中、予算編成に当たられました市理事者並びに関係職員の皆様に敬意を表する

とともに、新年度に向けて新型コロナウイルス禍における諸課題に対する一層の努力をされますこ

とをお願いいたします。

特に病院事業会計は新型コロナ禍における厳しい経営環境にありますが、コロナウィルス感染症

終息後を見据え、より一層の医業収益の確保、経費の節減、中堅看護師の確保など経営の安定化に

向けた取り組みを進め、市民が安心して暮らせる取り組みを進められることを希望します。

国民健康保険会計、介護保険会計、後期高齢者保険会計については人口減少が止まらないなか、利

用者の立場にたった運営をされることを希望し会派清新の賛成討論といたします。

◎新政会

私は新政会を代表して、第２予算審査特別委員会に付託されました議案第２号から第 7号並びに

関連議案第 15 号を可とする立場で討論致します。

令和 4年度も新型コロナウイルスがなかなか収まらない中、市理事並びに職員の皆さん関係機関

の皆さんの懸命のご努力に敬意を表するところであります。

以下若干の意見を付して討論と致します。

１．国民健康保険特別会計並びに関連議案第 15 号

・滞納繰越金、収入未済額の減少等を十分に検討し安定運営にさらなる努力を求めます。

２．公営住宅事業特別会計

・公営住宅の指定管理システムにより担当職員の難しい対応は低減されたと思うが入居者の苦

情等の真摯な対応を心掛けてほしい。

３．介護保険特別会計

・これからも予算額が増となると思われますがサービスの充実の推進を望みます。

４．後期高齢者医療特別会計

・地域包括ケア等の広域的な対応に努力してほしい。

・高齢者の予防医療並びに健全運営にさらなる努力をされたい。



６．下水道事業会計

・設備の長寿命化を計画的に実施、進めること。

７．病院事業会計

・市内の病院及び医師会との連携を密にし更なる協力体制を構築すること。

・医師、看護師の確保と滝川市立病院経営計画による着実な健全経営を望みます。

以上討論と致します。

◎会派みどり

会派みどりを代表し、第 2予算審査特別委員会に付託されました議案第 2号から第 7号並びに議

案第 15 号の全てを可とする立場で討論いたします。

新型コロナウイルスの影響が続くことが令和 4年も予想される中で、財政健全化の方向を見据え

た予算編成に対して敬意を表します。

以下会計別に意見を述べ討論と致します。

1. 国民健康保険特別会計

保険税の収納率が年々改善されているが、公平性確保のためにもさらなる改善をもめます。

特定健診受診率も向上傾向にあるが、さらなる推進と受診項目拡大に努力していただきたい。

２．公営住宅事業特別会計

計画に基づき建替も順調に進んでいるが、一年でも早期に計画完了に努力されたい。

また、指定管理が行われているが市直営時代と変わらない対応が求められており、さらなる努力

を求めます。

３．介護保険事業特別会計

高齢化が進む中で多様な介護ニーズがあり利用者に寄り添ったサービス展開に務めていただ

きたい。保険事業会計健全化のために在宅介護に対する支援強化を検討していただきたい。

４．後期高齢者医療特別会計

高齢化が一段と進むと予想され、将来の本会計を安定的に維持するためにも特定健診が健康

的な老後生活を促すことが本会計の安定運営に繫がるので今まで以上に推奨願いたい。

５．下水道事業会計

将来の人口減少に反して施設・下水管の老朽化が懸念され、将来に向け計画的な更新修繕など

の対応を求めます。

６．病院事業会計

依然として厳しい収支状況の中、新型コロナウイルス感染症対策の空床確保交付金で一息つ

いているがさらなる経営改善に努めていただきたい。

以上、会派みどりの賛成討論と致します。



◎公明党

公明党を代表し、第２予算審査特別委員会に付託されました議案第２号から議案第７号、関連

議案の全てを可とする立場で討論いたします。

長期化するコロナ禍にあって、業務多忙の中、予算編制に当たられた市理事者並びに職員の皆

様に心から感謝と敬意を表します。

さて、滝川市の将来を思うとき、決して明るいとは言えません。

気候変動による台風、水害、いつ起こるかわからない地震などの自然災害、また人口減少・少子高

齢化・基幹産業の低迷などが考えられます。

どうか理事者、職員の皆様には滝川の将来を築くのは今の自分たちであるとの自覚の下の職務

に努めていただきたい。

以上申し上げ賛成討論といたします。


